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Abstract
　In this paper, we aim to approach the following question: does the people’s behavior 
in cyberspace remain as instinctive as it does in the crowd? First, we will consider the 
difference between the crowd and the natural condition as described by Hobbes. Then, 
against this, we will develop the example of mutual help that citizens are spontaneously 
capable of in disaster situations and also Tarde’s concept of “public”. Finally, since both 
Hobbes and Tarde seem to miss a dimension when thinking about the crowd, we try to 
demonstrate how “informational entity” could help us formulate a more willing and 
hence positive conception of collective intelligence. This will enable the creation of a 
design for a form of a new cooperative that utilizes the characteristics of cyberspace.





























































定する自然状態 natural condition かのようである。しかも，社会化される以前の状態に
ある種の理想を託したルソー 5）ではなく，むしろホッブズのそれを思い起こさせる。法的
 3） ル・ボン『群衆心理』講談社学術文庫，p. 26（Le Bon, Phychologie des foules, PUF, p. 17）か
らの引用。同様に以下の引用も参照のこと。「集団的精神のなかに入りこめば，人々の知能，従っ
て彼等の個性は消えうせる。異質的なものが同質的なもののなかに埋没してしまう。そして，無
意識的性質が支配的になるのである」（同書，p. 32（Ibid., p. 19））。
 4） ル・ボン，同書，p. 19（Ibid., p. 13）。以下の引用も参考にせよ。「人間は群衆の一員となると
いう事実だけで，文明の段階を幾つもくだってしまうのである。それは，孤立していたときには，
恐らく教養のある人であったろうが，群衆に加わると，本能的な人間，従って野蛮人と化してし
まうのだ」ル・ボン，同書，p. 35（Ibid., p. 21）。








　ホッブズは，「万人の万人に対する闘争」war of every man against every man6），「万人























 6） ホッブズ『リヴァイアサン（一）』岩波文庫，p. 210（Hobbes, Leviathan, p. 77）
 7）  ホッブズ，同書，p. 211（Ibid., p. 78）




























　例えば，1906 年のサンフランシスコ大地震や 2005 年のハリケーン・カトリーナといっ
たケースでは，無償で食糧を提供したり，避難の手助けをしたりといった一般市民による
自発的な活動が見られた 10）。ソルニットの挙げる実例は興味深い。なぜなら，私たちの中




























混乱状態を脱したならば ---- それ自体は誠に幸いなことであるが ---- 共通の目的は見失わ
れるわけである。その途端，共同体もまた解体されてしまうか，あるいは存続の危機に晒
されてしまう。
11） ソルニット，同書，pp. 19-20（Solnit, p. 8）































　３−１．群衆 foule と公衆 public
　ル・ボンの著作にも言及しているガブリエル・タルドは，ル・ボンとは違った集団を考
えるために，群衆ではなく公衆という概念を提起する。
14） ル・ボン，前掲書，p. 35（Le Bon, op.cit., p. 21）
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15）  タルド，『世論と群集』，p. 12（Tarde, L’opinion et la foule, PUF, p. 9）。訳書では foule は群集
となっているが，本論では foule は統一して群衆という訳語を当てることとした。ただし，訳書
のタイトルは原文のままとした。
































































19） レヴィ『ポストメディア人類学に向けて』水声社，p. 80（Pierre Lévy, L’intelligence collective, 
La Découverte, pp. 59-60）。サイバースペース上で実際の人間の能力を見つけ出し，活用し，新
たな可能性を考え出すプロジェクトについては，レヴィがオティエと共同で著した Les arbres 
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